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結　果
　本研究の解析に用いた項目すべてに回答した１6９8人を
対象として分析した結果，登校回避感情を持っている児
童の割合は３２.２％であった。登校回避感情と有意に関連
していた要因は， １ ， ３ ， 4 ， ５ 年生であること，オッ
ズ比はそれぞれ１.48（９５%CI:１.０２-２.１３），１.6３（９５%CI:１.１０-
２.4２），１.6０（９５%CI:１.０8-２.３９），１.５6（９５%CI:１.０３-２.３５），
朝食の欠食がある１.７6 （９５％CI:１.１２-２.７５），間食を毎日食
べる１.64（９５％CI:１.２１-２.２２），テレビの 視 聴 時 間 が ３ 時
間以上である１.５５（９５％CI：１.０５-２.２8），ゲームの利用時
間が３０分以上 ２ 時間未満である１.３７（９５％CI:１.０8-１.７4），
睡眠不足を感じている１.５１（９５％CI：１.１4-１.９９），目覚め
の気分が良くない１.64（９５％CI：１.３０-２.０6），自分の健康
に満足でない１.4３（９５％CI：１.１０-１.8７），外遊びが嫌い
１.6２（９５％CI:１.０５-２.５２） であった。
考　察
　本研究では，睡眠不足を感じていたり，目覚めの気分
が良くないと登校回避感情を持つオッズ比が高かった。
良質な睡眠がとれないことで，翌朝に睡眠不足感を感
じ，目覚めの気分が悪くなったり，体がだるくなること
で学校に行きたくない，という登校回避感情を持ってし
まう可能性があると考えられる。また，小学生において
睡眠不足を感じている理由としては「何となく夜ふかし
をしてしまう」や「家族みんなの寝るのが遅いので寝る
のが遅い」というのが男女ともに最も高い割合を占めて
おり，小学生においては家族との過ごし方が就寝時間に
影響していると報告されていることから，小学生の睡眠
を改善するためには親の協力も重要であることが考えら
れる。
　また，本研究では，メディアの利用が登校回避感情と
独立に関連している結果が得られた。先行研究では，就
寝前にメディアを利用して，睡眠の質が低下したという
報告や １ 日 ２ 時間以上のテレビ視聴や １ 日３０分以上テレ
ビゲームを使用していた者は目覚めの気分が悪かったと
いう報告があり，メディアの利用と睡眠には関係がある
はじめに
　平成２５年度の日本全体の不登校生徒数は，小学校で
２4,１７５人（２７6人に １ 人），中学校で９５,44２人（３７人に １
人）と小学校・中学校ともに増加傾向にあり，大きな社
会問題になっている。登校回避感情を持つ者は，その後
に不登校に移行しやすいと考えられており，不登校の予
防施策を策定するためには，登校回避感情の関連要因を
明らかにすることが，重要であると考えられる。
　登校回避感情に関する研究は数多く存在するが，過去
の研究では，複数の学校や全学年を対象にした研究が少
なく，比較的小規模な研究にとどまっているものが多
かった。また，多変量解析を用いている研究が少なかっ
た。社会家庭環境や生活習慣は相互に関係していること
から，各関連要因の登校回避感情への寄与の独立性を明
らかにするためには，多変量解析を用いた検討を行う必
要があると考えられる。
　そこで，本研究では，文部科学省スーパー食育スクー
ル事業に参加した富山県高岡市内の ５ つの小学校の １ 年
生から 6 年生までの全学年の児童を対象として，生活習
慣や社会家庭環境と登校回避感情との関連性を多変量解
析によって明らかにすることを目的とした。
方　法
　対象は２０１4年 ７ 月に行われた文部科学省スーパー食育
スクール事業に参加した富山県高岡市内の ５ つの小学校
の １ 年生から 6 年生までの全児童，計２０５７名で，そのう
ち計１９３6名から回答が得られた（回収率９4.１％）。調査
票は自記式調査票によるもので，多くが児童向けの質問
項目（生活習慣や登校回避感情）で，それらは児童と保
護者が一緒に回答した。また，一部は保護者向けの質問
項目（父親の職業，母親の職業，暮らしのゆとり）でそ
れらは保護者が回答した。従属変数を登校回避感情の有
無とし，独立変数を社会家庭要因および生活習慣変数と
してロジスティック回帰分析によりオッズ比（OR）と
９５%信頼区間（９５%CI）を算出した。
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わからなくなって，登校回避感情を持つようになる可能
性があるのではないかと考えられる。
　本研究の限界としては横断研究であるため，登校回避
感情と本研究で登校回避感情との関連性があった因子と
の間の因果の方向性は説明することができないと考えら
れ，今後，縦断研究を行って因果の方向性を確かめるこ
とが必要であると考えられる。
結　論
　登校回避感情は様々な生活習慣と有意に関連してい
た。今後，学校保健活動等を通して，児童の望ましい生
活習慣を確立していくことが登校回避感情の回避につな
がる可能性があることが示唆された。
と 考 えられる。しかし，本 研 究 では，多 変 量 ロジス
ティック解析によって，メディアの利用が登校回避感情
と独立に関連している結果が得られたことから，メディ
ア利用と登校回避感情との関係の間には，睡眠などの他
の生活習慣とは異なった理由が存在すると考えられる。
教員から見た不登校のきっかけとして，「勉強がわから
ない」などがあり，小 学 生 における 不 登 校 の 児 童 の
4２.１％は学業成績下位であったとする報告や平成２6年度
全国学力・学習状況調査の結果によると，メディアと学
力との関係として，テレビゲームをしている時間が短い
児童ほど教科の平均正答率が高い傾向がみられるという
報告があり，テレビの視聴やゲームの使用といったメ
ディアの利用時間が長いと，勉強時間が減少し，勉強が
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